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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　核酸、カチオン性ポリマー、及び炭水化物溶液を含み、前記核酸及び前記カチオン性ポ
リマーが、複合体を形成し、前記炭水化物対前記核酸－ポリマー複合体の重量／重量比が
、５０から１０００である組成物。
【請求項２】
　凍結乾燥前の形態又は凍結乾燥された形態である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記複合体が、前記少なくとも１つの核酸及び少なくとも１つのカチオン性ポリマーを
含むナノ粒子の形態である、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ナノ粒子が、約４０から約９０ｎｍのサイズである、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記比が、５００未満、又は２５０未満である、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　少なくとも１つの核酸が、少なくとも１つの核酸含有材料である、請求項１に記載の組
成物。
【請求項７】
　前記核酸が、ＤＮＡ又はＲＮＡ、若しくはＤＮＡ又はＲＮＡの塩基類似体である、請求
項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記核酸が、プラスミドであり、ＤＮＡ、ｓｈＲＮＡ、ｓｉＲＮＡ、及びオリゴヌクレ
オチドから任意に選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記プラスミドが、Ｈ１９制御配列を有する、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　少なくとも１つの炭水化物が、一般式（ＣＨ２Ｏ）ｎを有し、サッカリド、ポリサッカ
リド、及びオリゴサッカリドから選択される化合物である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの炭水化物が、トレハロース、グルコース、スクロース、ラクトー
ス、マンニトール、ソルビトール、ラフィノース、ＰＶＰ、及びデキストロースから選択
される、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの炭水化物が、グルコース又はスクロースではない、請求項１に記
載の組成物。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの炭水化物が、トレハロースである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのカチオン性ポリマーが、親水性又は両親媒性のカチオン性ポリマ
ーである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのカチオン性ポリマーが、ポリエチレンイミン（ＰＥＩ）であり、
任意には、直鎖状ＰＥＩである、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記ＰＥＩのアミン基の前記核酸のリン酸基のモル数に対するモル比が、２から１０で
ある、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　少なくとも１つの核酸、少なくとも１つのカチオン性ポリマー、及び少なくとも１つの
炭水化物を含む組成物を作製するための方法であって、前記方法は、核酸／炭水化物溶液
をカチオン性ポリマー／炭水化物溶液に、前記少なくとも１つの核酸と前記少なくとも１
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つのカチオン性ポリマーとの間の複合体の形成が可能となる条件下で添加することを含む
、方法。
【請求項１８】
　（ａ）少なくとも１つの核酸及び少なくとも１つの炭水化物の溶液を得ること；
　（ｂ）少なくとも１つのカチオン性ポリマー及び少なくとも１つの炭水化物の溶液を得
ること；
　（ｃ）前記核酸／炭水化物溶液を前記カチオン性ポリマー／炭水化物溶液に、前記少な
くとも１つの核酸と前記少なくとも１つのカチオン性ポリマーとの間の複合体の形成が可
能となる条件下で添加すること；並びに
　（ｄ）所望に応じて、前記混合された核酸／カチオン性ポリマー／炭水化物溶液を凍結
乾燥して、凍結乾燥された組成物を形成すること
を含む、請求項１７に記載の方法。
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